
離島漁業再生支援交付金による取組概要 
 
１． 集落協定の概要 

・都 道 府 県 名 ： 沖縄県 
・市 町 村 名 ： 渡名喜村 
・協定締結集落名 ： 渡名喜漁業集落 
・交 付 金 額 ： 44,880,000 円（うち平成 20 年度交付金額 11,419,218 円 
・協定参加世帯数 ： 66 世帯（うち漁業世帯 66 世帯） 
 

２． 協定締結の経緯 
 自然海岸や珊瑚礁地帯が広がる渡名喜村の海域は、良好な自然環境を有しており、渡名喜村の

漁業者にとって貴重な漁場であり、渡名喜村の漁業者がこれらの海域環境を適切に管理し、これ

を保全するとともに周辺水域の有効性を図ってきた。しかしながら漁業が基幹産業である渡名喜

村においても、漁業者の減少や高齢化が進んでおり、このまま放置すれば漁業は一層衰退し、水

産業・漁村における他面機能も失われていく懸念がある。このため漁業の基盤となる漁場の保全

や利用に関する話し合いを通じて、種苗放流、海岸清掃、漁場監視、サメ駆除やオニヒトデ駆除、

新規養殖業への着業、高付加価値化、体験漁業、パヤオ設置の取組等の創意工夫を生かした新た

な取組、その取組の継続を下支えするために離島漁業再生支援交付金を実施するものとする。 
 
３．取組の内容 

（１） 漁場の生産力の向上に関する事項 
① 海岸清掃 

東浜、カーシリ海岸等において海岸清掃を行い平成 20 年 9 月から平成 21 年 3 月まで

に 10 日間実施し延べ 128 人で 15 ﾄﾝの漂着ゴミ等を回収した。  

 
② 漁場監視 

渡名喜村で設置したパヤオ付近の違法操業の監視を平成 20 年 10 月から平成 21 年 3
月まで 12 回行った。渡名喜島周辺の密漁船の監視は、平成 20 年 10 月から平成 21
年 3 月までに 15 回実施した。 

 
 



③ サメ駆除 
渡名喜海域では、近年、操業中に魚をサメに食いちぎられる被害が多発しており、漁

業者の生活を脅かしている。その被害を防ぐため平成 20 年 10 月から平成 21 年 11
月の間に 4 回実施し、サメ（１９匹）駆除した。 

 
 

④ オニヒトデ駆除 
オニヒトデが発生し、サンゴが大きな被害を被っている。そのため平成 20 年 9 月か

ら 11 月までに 6 回オニヒトデ（２９３匹）を駆除した。 

 
 

⑤ パヤオ設置 
渡名喜島近海（5 ㎞）に平成 21 年 3 月 19 日にパヤオを設置した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２） 創意工夫を生かした新たな取組に関する事項 
① 新規養殖業への着業 

今年度は、ヒレナシジャコのかごを共同漁業権内（特区 373 号）の海底に７基設置

し、ヒレナシジャコ稚貝 700 個を養殖した。 

 
 
 

② 高付加価値化 
漁業者より出荷できない余剰品を購入し、特産品を加工販売し付加価値をつけ離島

フェアー等で販売した。 

 

 
 
 
 
 
 
 



③ 体験漁業への取組 
地元中学校へ漁業の重要性を理解してもらい将来の後継者育成を図るため地元中学

生を対象にパヤオ漁業を体験してもらった。 

 
 

  
４．取組に関する成果 
   ○海岸清掃 
    渡名喜周辺海岸（30,000 ㎡東浜、カーシリ海岸等）清掃を実施したことにより、海浜が浄

化され小魚や海草等が増殖した。 
   ○漁場監視 
    渡名喜村設置のパヤオ付近で操業している不審船や渡名喜周辺海域における密漁船の監視 

を行い、また漁場環境保全として流木等漂流物の監視を実施した結果、以前は、不審船が確

認されたが現在は減少している。 
   ○その他（サメ駆除） 
    一本釣り漁場においてサメの被害が数多く発生しておりサメ駆除を４回実施し、サメ１９匹

を駆除した。以前より水揚げも増えており駆除の成果が現れた。 
   ○その他（オニヒトデ駆除） 
    渡名喜周辺（リーフ内）でオニヒトデが発生し、サンゴに大きな被害を被っている。このた

めオニヒトデの駆除を６回実施し２９３匹を駆除した。以前よりサンゴが増えた。 
   ○パヤオ設置 
    渡名喜近海（5 ㎞）にパヤオを設置し小型船（1 ﾄﾝ未満）の漁船が操業できるようになった

が、設置して日が浅いため蝟集効果は充分ではないが今後は水揚量が増えるものと思われる。 
   ○新規養殖業への取組としてヒレナシジャコ（７００個）の養殖を前年度に引き続き実施した。 
    前年度に養殖したヒレナシジャコが手のひらサイズになり、試験的に販売し、好評を得た。 
   ○高付加価値化商品の開発のため余剰品（魚）を一部買い取り（２００㎏程度）薫製・干物等

を製造し、離島フェアー等にて販路拡大を図った。 
   ○漁業の重要性を理解してもらい、将来の後継者育成を図るため、地元学生を対象に体験漁業

を実施した。船酔いする生徒もいたがカツオやマグロを釣り上げると船酔いも忘れ釣りに夢

中になっていました。一人で１０匹以上を釣り上げる生徒もおり渡名喜島近海の魚影の濃さ

を再認識した。将来この中から海人になる子がでることを願います。 
 
 

 
 


